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参考資料
生命科学 ･動物実験に関する最近の トピックス
最近､新聞紙面に取り上げられた生命科学 ･動
物実験に関する主な話題を以下に日付順に紹介し
ます｡なお､事情により毎日新聞のみになったこ
と､重要な話題を全て紹介できなかったことをご
了承下さい｡
納豆から新種ビタミン 発見 55年ぷL) 繁殖能
力と関係 理研グループ
納豆などに含まれる有機化合物｢ピロロキノリ
ンキノン｣(PQQ)が､生命活動に重要な新種のビタ
ミンであることを､理化学研究所の笠原和起 ･特
別研究員らのグループが突き止めた｡新種のビタ
ミン発見は 1948年のB12以来 55年ぶりで､世界
的に認知されれば 14種類目になるという｡マウス
の実験では､このビタミンが欠乏すると毛並みが
悪くなったり､繁殖能力が低下するなどの影響が
出る｡成果は 24日発行の英科学誌｢ネイチャー｣
に掲載された｡
PQQは 79年､米テキサス大のグループがその存
在を報告し､欠乏した場合のマウスへの影響も知
られていた｡しかし､体内でどんな酵素と結びつ
き､どんな働きをしているかが不明なため､ビタ
ミンと認められていなかった｡研究グループはそ
ううつ病に関係する遺伝子を調べる過程で､体内
で余ったアミノ酸の一種｢リジン｣の分解を担う酵
素が､PQQとよく結合する構造であることを突き
止めた｡マウスを使った実験でも､PQQを与えな
かったマウスはリジンをうまく分解できず､PQQ
がこの酵素の働きを補佐していることが分かった｡
毛並みの悪さなどは､この代謝の異常に起因して
いる可能性があるという｡人間の場合､PQQの欠
乏がなにを引き起こすかは今後の研究課題になる｡
ただPQQは納豆のほか緑茶､パセリやピーマンな
どさまざまな食品に含まれており､ビタミンに詳
しい柘植治人･岐阜大学農学部教授は｢普通の食生
活をしていればまず､問題はない｣と話している｡
(2003年4月 24日)
サルES細胞 神経細胞に分化 理研グループ
技術を開発 ♯病治療法に弾み
サルのES細胞 (腔性幹細胞)を､運動 ･知覚 ･
自律などさまざまな神経細胞に分化する技術が､
世界で初めて開発された｡治療目的に応じて神経
細胞を作り出すための基本的な技術で､運動神経
細胞が死滅する筋萎縮性側索硬化症 (ALS)などの
神経性難病の治療法開発に弾みをつける成果だ｡
29日､米国科学アカデミー紀要 (オンライン版)
で発表される｡
理化学研究所発生 ･再生科学総合研究センター
(神戸市)の笹井芳樹グループディレクター(GD､
神経発生学)のグループが開発した｡ES細胞は無
限に増殖し､あらゆる細胞に変化する (これを分
化と呼ぶ)細胞で,生物の受精卵から作られる｡
笹井 GDは｢SDIA法｣という独自の方法でマウスや
サルのES細胞から､不足するとパーキンソン病に
なる｢ドー パミン｣を分泌する神経細胞の一種を作
成することに成功しており､今回は､他の神経細
胞への分化方法を探った｡その結果､サルの ES
細胞をSDIA法で 1週間培養後､ある種のたんぱく
質 (BMP4とShh)を加えて培養すると､さまざま
な神経細胞に分化することを発見｡たんぱく質の
濃度で出来る細胞の種類が決まり､BMP4だけを多
めに入れると知覚神経や自律神経.Shhだけを少
量入れると運動神経になった｡ヒトのES細胞を使
えば､同じ技術で人間の神経細胞を作ることが可
能で､ALSや､腸の自律神経が生まれつき欠損す
るヒルシュスプルング病など神経難病の患者に､
神経細胞を移植する治療法の開発が期待できる｡
グループは､約 50種類もの神経細胞の分化に成功
している｡ (2003年4月 29日)
SARSウイルス生存 ｢体外で 24時間後も｣
†HO美鹿
新型肺炎｢重症急性呼吸器症候群｣(SARS)のウ
イルスがくしゃみなどで体外に出てから丸 1日た
っても､生き続けることが世界保健機構 (WHO)の
研究者の実験で分かった｡これまでは､体外に出
て数字間で死滅すると考えられており､予想以上
に生存時間が長いことが､感染の拡大につながっ
た可能性があるという｡2日付の英科学誌｢ニュ
ー･サイエンティス ト｣電子版に掲載された｡
それによると､1ミリリッ川当り1万個の SARSウ
イルスを含んだ液体をプラスチックに落とし､液
が乾いた24時間後に調べたところ､約 1割 の 1000
個のウィルスが死滅せずに残った｡感染能力を持
つウイルス数だという｡SARSは､だ液が飛び散る
飛沫感染が有力で､ごく近くで感染者と接触しな
ければ艦船は広がらないとされている｡ところが､
香港のマンションなどで､なぜか感染者が急拡大
したケースがあった.WHOの研究者はウイルスが
予想以上に長く生存することで､これらの例も説
明できるとしている｡ (2003年 5月 5日)
マラリアワクチン開発 阪大グループ 来年 4月
にも臨床試駿
蚊が媒介する伝染病･マラリアの一種｢熱帯熱マ
ラリア｣の発症を防ぐワクチンを､大阪大学微生物
病研究所 (大阪府吹田市)の堀井俊宏教授 (分子
原虫学)のグループが開発し､来月から動物を使
って安全性を確認する試験を始める.マラリアは
発症後の治療法はあるが､予防のためのワクチン
については､これまで､開発に成功した例はない｡
堀井教授らは動物での試験を経て､ヒトでの実用
化を目出す｡堀井らは､マラリアに感染した患者
の赤血球内現れるたんぱく質｢SERA｣に着目し､チ
ンパンジーを使った研究で､SERAを攻撃する抗体
がマラリアの原虫も殺すことを確認した｡
ワクチンには大腸菌にマラリア原虫の遺伝子を
組み込んで作らせた SERAを利用し､これを接種す
ることで,体内に抗体を作らせる｡来月の小動物
を使った試験で安全性が確認されれば､来年 4月
にもヒトに対する試験を国内で､05年からは流行
地であるアフリカのウガンダや東南アジアでも実
施する予定｡ (2003年 5月 7日)
島内収縮たんぱく質 長期妃性助ける働き
三菱化学研チーム稚琵
覚えたことを長期間記憶する大脳の働きに､筋
肉の収縮を担うアクチンというたんぱく質が欠か
せないことを､三菱化学生命科学研究所の井ノロ
馨主任研究員らのチームがラットを使った実験で
確認した｡痴呆症の改善薬などに応用が可能だと
いう｡8日発行の米科学誌｢ニューロン｣に発表す
る｡
脳の神経細胞同志を結ぶシナプスに繰り返し信
号が流れることで､長期的な記憶が形成される｡
アクチンが信号の受け手側のシナプスの突起部分
に多く分布していることは知られていたが､働き
は分っていなかった｡研究チームは､ラットの脳
神経細胞に繰り返し電気信号を与え､変化を調べ
た｡その結果､記憶の情報処理を担う｢海馬｣とい
う部分の神経細胞の突起では､数珠つなぎ状態に
なったアクチンが増加した｡1分おきに10回刺激
を与えた場合､数珠つなぎのアクチンは2-3割増
えた｡突起そのものも通常の倍の大きさになった｡
井ノロ研究員は｢運動で筋肉が発達するように､脳
を使うことでアクチンの働きが増強され､記憶力
が良くなるはずだ｣と話す｡ (2003年 5月8日)
アレルギー皮膚炎 関与物賞解明 京大大学院
助手ら 7トピー治轟に期待も
金属や漆などが皮膚に付いてかぶれるアレルギ
ー性接触皮膚炎に､体内の生理活性物質｢プロスタ
グランジン E2(PGE2)｣が深く関与していることを､
京都大学大学院医学研究科の椛島健治助手と成宵
周教授らの研究グループがマウス実験で突き止め
た｡かぶれの発症メカニズムを､細胞レベルで解
明したのは初めて｡論文は 12日発行の米科学誌ネ
イチャー ･メディスンに発表された｡
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漆などのアレルギーの抗原が皮膚に付くと､皮
膚の下にある免疫細胞｢ランゲルハンス細胞｣がリ
ンパ節に移動して､異物を攻撃する免疫細胞の一
種のT細胞を必要以上に作 り炎症になる｡椛島助
手らは､ランゲルハンス細胞の表面にある膜たん
ばくに着目した｡遺伝子操作で PGE2にくっつく4
種の膜たんばくのうち､四つ目のEP4を持たなく
したマウスの耳に漆を塗ってアレルギーの腫れを
観察｡PGE2が EP4Tと結合して T細胞を生産し､
かぶれが生じることが証明された｡椛島助手は｢今
回の研究成果を応用すれば､接触皮膚炎の塗り薬
が開発できるだろう｡慢性のかぶれが原因のアト
ピー性皮膚炎の治療につながるのではないか｣と
話している｡ (2003年 5月 12日)
卵母細胞培養.卵子に 体外受精で子牛実生
r農技研機構｣東北センター 品種改良に道
独立行政法人｢農業技術研究機構｣東北農業研究
センター (盛岡市)などの研究チームは 15日､卵
子の基となる卵母細胞を牛の卵巣から取り出して
培養し､卵子にまで成熟させるシステムを開発し
たと発表した｡今年 4月には､このシステムで成
熟させた卵子の体外受精で雄牛 1頑が無事に誕生
した｡研究チームは｢良質な受精卵が大量生産でき､
家畜の品種改良が飛躍的に進む｣と話している｡研
究チームは､うがい薬などに使われるポリビニル
ピロドリンという物質を加えた培養液で卵母細胞
(0.09ミリ)を育てた｡2週間で細胞は卵子にま
で成熟した｡昨年7月､山形県新庄市の同県農業
研究研修センターで､この卵子を体外受精してつ
くった4個の腔 (受精卵)を別の雌牛に移植した
結果､雄牛 1頭が誕生した｡
同センターによると､牛の卵巣には5万-10万
個の卵母細胞がある｡今回の培養技術を使えば､
成熟した卵子を大量に利用することができる｡培
養した卵母細胞を使った牛の出産は､徳島県肉畜
産試験場で 98年に1例だけ成功例があり､世界で
2例日｡だが､今回の方法は培養操作が容易で､
細胞が腔になる効率も従来の約 2%から10%以上に
向上した｡ (2003年 5月 16日)
京大再生研 ヒトES細胞作成に成功
国内で初 秋にも分配 再生医療に光
京都大学再生医科学研究所 (所長､中辻憲夫教
撹)は27日､神経､臓器など体のあらゆる組織に
育つ能力を持つ｢ヒト腔性幹細胞｣(ヒト ES細胞)
を国内で初めて作ることに成功したと発表した｡
世界で9カ国目｡染色体に異常はなく､色素細胞や
神経細胞に分化することも確認した｡現在は順調
に増殖を繰り返しているといい､早ければ 10月に
国内研究機関への無償分配が始まる見通し｡ES細
76
胞は､受精卵が分裂を繰り返して約 100個の細胞
からなる｢腔盤胞｣の状態から､やがて胎児の体を
作る｢内部細胞塊｣と呼ばれる細胞を取り出して作
る｡無限に増殖するとともにさまざまな細胞に分
かれて行く能力があることから､｢万能細胞｣とも
呼ばれる｡同研究所は不妊治療後に不要になった
凍結受精卵を国内3医療機関ら患者の同意を得て
提供を受け､実験を続けていた｡
事故や病気で傷ついた神経や臓器を､ES細胞を
用いて作り出せば移植治療に使える可能性があり
現代医学で完治が難しいパーキンソン病や脊髄損
傷に対する再生医療の切り札として注目されてい
る｡既にマウスやサルのES細胞を使った研究が進
み､ヒトでも海外から輸入して臨床応用に向けた
基礎的研究が認められてきた｡しかし､輸入 ES
細胞は研究結果に対する知的財産権の問題などが
あるため､国産化を望む声が高まっていた｡今回
の計画は01年 11月､同研究所の倫理委員会で承
認｡昨年 3月に文部科学省が承認し今年 1月から
実験していた｡今後､提供を受ける機関はそれぞ
れ研究計画の承認を国などから得たうえで研究に
着手する｡中辻教授は｢安全性の確認など課題はあ
るが､臨床的実験は5年以内にできるのではない
か｣としている｡
一方､生命の始まりである受精卵を用いること
や使い方によってはヒトのクローンができる可能
性があり,倫理面や安全性面で課題は残されてい
る｡また､出来たES細胞は｢国の共有財産｣の性格
を持つため.民間の研究所に分配する際のルール
整備も今後必要になる｡ (2003年 5月28日)
世界初､ラバのクローン誕生
生殖能力を持たないラバの体細胞クローンを誕
生させることに,米アイダホ大の研究グル-プが
成功し,30日発行の米科学誌｢サイエンス｣に発表
した｡希少動物の種の保存への応用が期待される
という｡ラバは雄のロバと雌の馬をかけあわせて
できる一代限りの動物｡同大のゴードン･ウッズ博
士らは,核を取り除いた雌馬の卵母細胞に､ラバ
の胎児から採取した線維芽細胞の核を入れ､クロ
ーン腫 (はい)を作った｡誕生したラバは杜で､｢ア
イダホ･ジェム (アイダホの宝石)｣と名付けられ
た｡ウマの仲間の体細胞クローンが誕生したのは
初｡ (2003年 5月 31日)
新型マスク ウイルス阻止 98%以上 対 SARSな
どに効果 徳島大学教授が開発
徳島大生物工学科の高麗寛紀教授は 11日､新型
肺炎｢重症急性呼吸器症候群｣(SARS)のウイルスな
どの侵入を､より効果的に防ぐマスク(横 20センチ.
縦 15センチ､重さ10ク●ラム)を開発した､と発表した｡
高麗教授は｢侵入阻止率は従来の医療用マスクが
95%なのに､新型マスクは98%以上の効果が得ら
れる｣としている｡
マスクは､銀成分を含んだアクリル繊維に､静
電気の力で粉じんなどが付着する効果を持つ帯電
フィルターをはさんだ｡フィルターで細菌などを
捕らえ､繊維に光を当てることで､銀の触媒効果
を働かせ,殺菌効果の高い活性酸素を発生させる
仕組み｡高麗教授と日本セーフティーネット (東
京都港区)などが共同開発｡同社がインターネッ
トなどを通じ､8月後半から販売する｡1枚 340
円､6枚 1組 2000円｡ (2003年6月 12日)
神経一応内情報伝達 タンJlク賞構造解明 京
都大教授ら 応無力症治療などに光
神経から筋肉に情報を伝えるタンパク質｢アセ
チルコリン受容体｣の構造を原子レベルで明らか
にすることに､宮沢浮夫･理化学研究所研究員と藤
吉好則 ･京都大教授らの研究グループが世界で初
めて成功した｡重症筋無力症など､受容体異常に
原因がある病気の解明や治療に役立つことが期待
される｡26日発行の英科学誌｢ネイチャー｣に発表
される｡同受容体は神経細胞と筋肉細胞の間にあ
り.脳の指令を筋肉に伝える｡神経は情報を伝え
る際にアセチルコリンを放出｡それを受けた受容
体が｢イオンチャンネル｣という通路を開いてナト
リウムなど金属イオンを神経側から筋肉側へ通す
ことで情報が伝わることが分っている｡脊椎動物
は同じ仕組みを持っており､今回､研究グループ
はシビレエイの細胞を使って研究｡細胞を超低温
(マイナス269度)まで冷やして固め､新型電子
顕微鏡で観察､1枚の撮影に1時間かかる顕微鏡
写真を数年かけて 1万枚撮影した｡
その結果,受容体がアセチルコリンを受けると,
イオンの通路不文を作る5種類のたんぱく質が順
番に反応し､1億分の8センチの大きさの通路と同じ
大きさの水和イオン (水溶液の中で水分子と結合
したイオン)がすり抜けて情報を伝えていたこと
が分った｡ (2003年 6月26日)
B型肝炎 ウィルス外鹿をカプセル化 岡山大な
ど 肝臓に轟を運搬
B型肝炎ウイルスの無害な外膜を,ナノサイズ
(ナノは10億分の1)の｣カプセル｣にして薬や遺伝
子を入れ､肝臓だけに運ばせる新技術を大阪､神
戸､岡山､慶応 4大学の共同研究チームが開発し
た｡有効性や安全性が確認されれば､肝炎や肝臓
がんに対し､より副作用が少ない治療が実現でき
そうだ｡血友病の遺伝子治療にも効果があるとい
う｡米科学誌｢ネイチャー ･バイオテクノロジー｣
オンライン版に29日発表した｡
B型肝炎ウイルスは直径 42ナ/メートルの球状で､増
殖に必要なDNAなどが､たんぱく質と脂質の膜に
包まれている｡この外膜はヒトとサルの肝臓の細
胞だけに吸着する性質を持つ｡ウイルスは肝臓の
細胞に吸着後､自分のDNAを取り込ませ,細胞内
で増殖して肝臓に炎症を起こさせる｡研究チーム
は､中のDNAがない外膜だけを酵母に大量に作ら
せ,電気刺激で別の遺伝子やたんぱく質を中に入
れる｢カプセル｣を作ることに成功した｡マウスの
背中にヒトの肝臓がん細胞を移植し､緑色に光る
たんぱく質を作る遺伝子を入れた｢カプセル｣を尾
の静脈に注射したところ､がん細胞だけに光るた
んぱく質ができた｡現在のウイルス性肝炎の治療
はインターフェロンなどが使われるが､正常な細
胞にも悪影響を及ぼす恐れがある｡新技術だと､
薬剤をカプセルに封じ込めて肝臓だけに届けられ
る｡遺伝子工学を使って外膜が吸着する相手の細
胞を変えれば､狙ったがん細胞だけに薬を運ぶ治
療も可能だ｡ (2003年 6月 30日)
関節リューマチ 発症関与の遺伝子特定 理研
チーム 治療法開発に期待
関節がはれて変形する｢関節リウマチ｣の発病に
関係するとみられる遺伝子を､理化学研究所の研
究チームが特定した｡世界の 100人に1人がかか
る関節リウマチの原因解明や治療法の開発が期待
できるという｡30日付の米科学誌｢ネイチャー･ジ
ェネテックス｣(電子版)に掲載した｡
全身の関節や筋肉などに,はれや痛みが起きる
病気がリウマチと総称され,その代表的な病気が
関節リウマチだ｡今回､遺伝子を特定したのは､
理研遺伝子多型研究センター関節リウマチ関連遺
伝子研究チーム(代表 ･山本一彦東京大教授)｡
同チームは､個人ごとに微妙に塩基配列が異なる
｢SNP(スニップ)｣と呼ばれる遺伝子に着目｡関節リ
ウマチ患者 830人と健康な人 736人を対象に､全
SPN遺伝子を解析し､配列を比較した｡
その結果､関節リウマチ患者と健康な人では､
｢PADI(ぺプチジルアルギニン･デイミナ-ゼ)｣と
いう酵素を作る四つの遺伝子のうち､4番目の
PADI4遺伝子の配列が異なることを突き止めた｡
この配列の違いから､関節リウマチ患者は､PADI4
遺伝子から作られる酵素を､健康な人より多く持
つ可能性も判明した｡ (2003年 6月 30日)
広内収縮のスイッチ たんばく賞の立体構造解
明 理研播磨研究所グル-プ 心鉄症治療薬の
開発に期待
神経からの命令を受けて筋肉が収縮を始める際､
｢スイッチ｣として働く細胞内のたんぱく質｢トロ
ポニン｣の中核部分の構造を､理化学研究所(兵庫
他
県三日月町)の前田雄一郎･主任研究員らのグルー
プが解明した｡ トロポニン遺伝子の治療薬の開発
に役立つという｡3日付の英科学誌｢ネイチャー｣
に発表する｡
心筋をはじめとする筋肉細胞は､神経から｢収
縮｣の命令を受けると､カルシウムイオンを細胞内
の貯蔵場所から放出し､一時的に濃度を上げる｡
続いてカルシウムイオンがトロポニンに結合して､
筋肉を収縮させる｢モーター｣の役割を持ったんぱ
く質が働き出す｡しかし､トロポニンの立体構造
が分からず､実際にスイッチとして働くメカニズ
ムは謎だった｡研究グループは､ヒトの心臓のト
ロポニンの中核部分を結晶化して､大型放射光施
設｢スプリング 8｣(同町)で立体構造を解明｡そ
の結果､トロポニンの大きさは 10ナノメートル(ナ/ばlo
億分の 1)で､カルシウムイオンが結合する｢頭部｣
と､｢モーター｣たんぱく質の働きを抑える｢アーム
部｣から構成されていることが分った｡カルシウム
イオンが｢頭部｣に結合すると､トロポニンの形が
変わり､｢モーター｣たんぱく質の動きを抑えてい
た｢アーム部｣がはずれて筋肉が収縮し始めるとい
う｡ (2003年 7月 3日)
免疫横能で '大役"たんばく賞を発見 京大研
究グループ
人体に入った細菌やウイルスなどの異物を攻撃
する免疫細胞のリンパ球を､炎症した組織のそば
に接着させる重要なたんぱく質を､木梨達雄京都
大教授(分子免疫学)らの研究グループが見つけ､
｢RAPL(接着極性調節因子)｣と名付けた｡血液中の
リンパ球が炎症組織に達して免疫捜能が働くこと
は分っていたが､｢接着｣の仕組みが謎だった｡免
疫機能が異常に働くことで起きるアレルギーなど
の解明と治療への応用が期待される｡7日の英科
学誌｢ネイチャー ･イミュノロジー｣インターネッ
ト版に掲載される｡
リンパ球は､体内で異物の侵入を監視し､攻撃
する免疫細胞｡リンパ球表面の接着剤となるたん
ぱく質(インテグリン)が､炎症の近くなどで接着
力が高まることに注目｡リンパ球が炎症を感知す
ると､リンパ球の細胞内にあるRAPLがインテグリ
ンを一極に集中させていた｡これで強固に炎症近
くの血管にくっつき､リンパ球を確実に運んでい
ることなどを解明した｡研究グループは｢免疫機能
全体を抑えるステロイド剤は副作用が強い｡RAPL
のみを標的にすれば､副作用の少ない治療薬がで
きる可能性がある｣と話している｡
(2003年 7月7日)
ペットの花粉症 4日で判定 京都の会社 米の技
術導入､低料金
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花粉症などペットが苦しむアレルギーの原因を
簡単に調べる検査を､情報処理会社のサルーン(本
社･京都市､篠原孝直社長)が始めた｡国内の動物
病院から､犬と猫の検査を委託する｡結果が出る
までの期間や料金は､従来の半分程度で済み､ペ
ットの病状改善に役立ちそうだ｡
同社によると､米国では犬の約 15%がア トピー
疾患を持っているという報告がある｡国内は検査
期間が少なく､大半が海外の機関へ検体を送って
検査｡結果が分るまで 1週間から10日かかり､費
用も6万円前後という｡同社はアレルギー検査キ
ットを開発･販売している米国のヘスカ社に依頼
し､日本向けにスギなどの花粉 12種類のほかダニ､
ノミなど計36種類について1度の検査で特定でき
るように改良したキットを開発｡検査を､人間の
臨床検査を受託する検査機関に委託し､最短 4日
で結果が判明するようにした｡料金も獣医の技術
料込みで 2万-3万円に収まる｡
(2003年7月7日)
心島細胞 増殖抑える遺伝子 三菱化学生命研
心横能回復に応用も
心臓の筋肉(心筋)細胞の増殖にブレーキをかけ
ている遺伝子を､三菱化学生命科学研究所の竹内
隆主任研究員(発生生物学)らがマウスを使った実
験で突き止めた｡心筋は大人になると分裂･増殖し
ない｡しかし､この遺伝子をうまく制御すれば､
心筋を増やし､病気で弱った心臓の機能を回復で
きる可能性がある｡7日発行の米科学誌｢ディベロ
ップメンタル ･セル｣に発表した｡
竹内研究員らは､自らが 8年前に発見､jumOnji
と名付けた遺伝子の働きを調べた｡この遺伝子を
働かなくしたマウスの胎児の心臓では､心筋細胞
が異常増殖し､細胞の分裂を促すサイクリン Dl
の量が通常より低下し､心筋細胞の異常増殖も起
きなかった｡竹内研究員は｢遺伝子の働きをさらに
詳しく調べれば,細胞の異常増殖で起きるがんの
発症メカニズムの解明にもつながる｣と話す｡
(2003年7月7日)
ビールの苦みが肥溝抑制 分解辞素を活性化
キリンなどマウス美境で解明
ビールの苦み成分に脂肪の蓄積を抑える効果が
あることが､キリンビールなどの研究グループに
よるマウスの実験で明らかになった｡高脂肪食に
苦み成分を混ぜてマウスに食べさせると最大 2割
強まで体重が抑えられた｡日本栄養食糧学会で発
表された｡
研究グループは､脂肪分 60%の高脂肪食にビー
ルに含まれる苦み成分のイソフムロン類を0.18%
混ぜたエサをマウスに食べさせ､6週間後の体重
を調べた｡その結果､イソフムロン類を混ぜてい
ないエサを食べたマウスに比べ､体重が 22%抑え
られた｡脂肪の分解を促進する脂肪分解酵素と脂
肪酸酸化酵素の量を調べたところ､高脂肪食にイ
ソフムロン類を混ぜたエサを食べたマウスは､い
ずれの値も2倍以上に増えていた｡研究グループ
は､イソフムロン類が脂肪分解酵素などを活性化
することで､摂取した脂肪が体内に蓄積されない
と分析している｡人への効果について､研究グル
ープ代表の近藤恵二･キリンビール研究開発部長
代理は｢ビールだけたくさん飲んでも効果は期待
できない｡かえって肝臓への負担が大きい｣と話し
ている｡ (2003年 7月 20日)
がん促進酔兼 抑制たんばく賞発見 神戸大グ
ループ
活性化すると細胞の以上分裂･増殖を誘発し､が
んを促進する酵素｢マップキナーゼ｣の作用を抑え
るたんぱく質を､神戸大大学院医学系研究科の杉
浦麗子助教授(分子薬理･薬理ゲノム学)らの研究
グループが発見した｡がん抑制につながる研究と
して注目されそうだ｡21日付の英国の科学誌｢ネ
イチャー｣で発表される｡
マップキナーゼは､微量ながら細胞の中に存在
し､活性化(リン酸化)することで､さまざまな情
報を細胞内に伝える作用をつかさどる｡しかし､
極端に活性化すると細胞の異常分裂を引き起こし､
がんの促進を手助けする｡研究グループはマップ
キナーゼを不活性化させる酵素に着目｡人間と同
じくマップキナ-ゼを持ち､細胞分裂も行う酵母
を用いて実験したところ､RNA(リボ核酸)と結合し
たたんぱく質(Rncl)が､マップキナーゼの動きを
抑えることを発見｡マップキナーゼが活性化した
状態の方がRnclも活発に働くことも分った｡杉浦
助教授は｢抗がん剤の開発などに応用が可能だろ
う｣と話している｡ (2003年 8月21日)
｢体内時計｣遺伝子が細胞分裂の時期制御 神戸
大グループ がん抑制に応用も
生物の休内で､24時間周期で睡眠や臓器の活動
などのリズムを決める｢体内時計｣をつかさどる時
計遺伝子が､体の細胞分裂の時期もコントロール
していることを神戸大の研究グループが世界で初
めて解明した｡細胞分裂の仕組みの一端を明らか
にする成果で､がん細胞の異常な増殖を抑制する
方法への応用も期待できるという｡22日､米科学
誌サイエンスのオンライン版で公開される｡
同大医学部の岡村均教授と山口瞬助教授らが,
マウスの肝臓の一部を切除し､再生の課程で肝細
胞が分裂して増える様子を観察した｡マウスを2
グループに分け､一方は夜明け時に､もう一方は
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夜明けから8時間後の昼下がりに切除手術を実施
したところ､細胞分裂の初期段階のDNA複製が起
きた時刻は,両グループとも手術の36時間後だっ
た｡ところが､そのあと細胞の核の分裂が始まっ
た時刻は､夜明けに手術をしたマウスのほうが 8
時間遅くなり､両グループとも3日目の夜明け時､
はば同時刻になった｡
…時間調整"が起きたのは､時計遺伝子｢皿Per｣が､
核の分裂にブレーキをかける遺伝子｢weel｣の働き
をコントロールしているためだと判明omPerが夜
明け時にweelの機能を抑え､ブレーキが緩んで核
の分裂が起きていた｡mPer､weelとほぼ同じ遺伝
子はヒトにもある｡岡村教授は｢がん細胞は､mPer
による分裂リズムの制御に異常があるのではない
か｣と話している｡ (2003年 8月 22日)
そううつ病発症 主田遺伝子を特定 理研グル
ープ 新轟開発へ朗報
うつ状態とそう状態が繰り返されるそううつ病
の発症の仕組みを遺伝子レベルで解明することに.
理化学研究所の垣内千尋研究員と加藤忠史チーム
リーダーらが世界で初めて成功した｡新しい治療
法の開発や､患者の体質に応じた｢オーダーメード
医療｣の実現につながる成果という｡31日付の米
科学誌｢ネイチャー ･ジェネティクス｣電子版に発
表した｡
100人に 1人が発症するそううつ病は､うつ病
と並んで､自殺の主な原因と言われ､発症の解明
と治療法の開発が急がれている｡しかし､複数の
遺伝子がかかわり､どの遺伝子が重要か特定する
ことが難しかった｡研究グループは､遺伝子がほ
とんど同じ一卵性双生児に注目｡違いがあれば､
その遺伝子が発症とかかわると考え､1人だけそ
ううつ病になった2組の一卵性双生児で､約 1万
2000種類の遺伝子を調べた｡
その結果､細胞内のたんぱく質を修復する機能
を持つ遺伝子｢‡BPl｣の働きが､患者では健康な人
に比べて顕著に低いことが分った｡これを踏まえ､
健康な人451とそううつ病患者 197人で､‡BPlの
塩基配列を比較｡1ヶ所の塩基配列の違いで､そ
の機能がほぼ半分に低下し､この配列を持つこと
で4.6倍も病気になりやすいことが判明した｡
現在､そううつ病の治療薬は3種類あるが､その
うち1種類にこの遺伝子の働きを改善できる効果
があるという｡加藤さんは｢患者の遺伝子を事前に
把握することで､どの薬が有効か破談する方法が
得られた｡この遺伝子を標的にした効果的な薬の
開発にもつながる｣と話す｡ (2003年 9月 1日)
